
長周期地震動等に対する室内安全対策セミナー

Tokyo Fire Department
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東日本大震災の室内被害と長周期地震動等に対する室内安全対策

家具類の転倒・落下・移動防止対策



長周期地震動等に対する室内安全対策セミナー

Tokyo Fire Department

地震に対する室内安全対策の必要性

『なぜ家具類の転倒・落下・移動防止対策が必要？』
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地震で負傷した人の約３～５割が家具類の転倒・落下による
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」

震度５強
棚にある食器類や本が落ちることかある。

震度６弱
固定していない重い家具の多くが移動・転倒する。

震度６強

固定していない重い家具の
ほとんどが移動・転倒する。

震度７

ほとんどの家具が大きく
移動し飛ぶものもある。

震度と家具転倒（気象庁震度階級関連表）

地震が発生すると広範囲に家具転倒などの室内被害が発生する。地震が発生すると広範囲に家具転倒などの室内被害が発生する。



東日本大震災における家具転倒と負傷事例

●倒れてきたキャビネットに挟まれ、受傷

●倒れた飾棚のガラスが当たり受傷

●陳列ケースが転倒し、下敷きとなり受傷

●スチールロッカーが倒れ受傷

●倒れてきたキャビネットと机に挟まれ受傷

●テレビ台から落下したテレビがぶつかり受傷

●ピアノが倒れ受傷

●仏壇が倒れ受傷

●冷蔵庫とテレビに挟まれ受傷

●山積みにしていた多数の本が倒れ受傷
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●鑑賞用の水槽が倒れ水槽内のヒーターが衣類に落下し出火

●本棚やラックが倒れ、書籍や李類等が電気ストーブ上に 落下し、スイッ
チが入り、書籍や衣類に着火し出火

●ラックが転倒し、接触したガステーブルが点火、ガステーブルに落下した
タオルが着火して出火

●室内に積み上げられていた雑誌が地震により倒れ、ヒーターのスイッチ
が入り、雑誌等に着火し出火

●白熱灯スタンドが倒れ布団に落下し出火

●エアゾール缶（殺虫剤） ヒーター前に落下し過熱され破裂

東日本大震災 家具類の転倒に関する火災原因
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地震に対する室内安全対策の必要性

転倒・移動した家具類
や落下物により負傷

転倒・移動した家具類が出
入口などを塞いで避難障害

地震後の初期消火・地域の救出・救護活動に支障

ストーブなどの火気に家具
類が転倒・落下して出火

EXIT

EXIT



東日本大震災に伴う都内におけるアンケート結果

あった
22%

なかった
78%

一般世帯における
家具類の転倒・落下・移動

転倒・落下・移動があった世帯の家具別割合
＊一世帯で複数の家具が転倒している場合含む
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ｎ＝1206
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16.8%

23.8%

31.9%

47.2%
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(N=36)

家具類の転倒・落下・移動の発生【階層別】

高層階になるほど、転倒・落下・移動の発生割合が高くなる傾向

によるものと考えられる

【一般世帯】

東京都内の東日本大震災に伴うアンケート調査



東日本大震災に伴う都内におけるアンケート結果

事業所における家具類の転倒・落下・移動

転倒・落下・移動した家具類（割合）

転倒・落下

移動

ｎ＝1224

あった
20%

なかっ

た78%

無回答
2%

6%

4%

2%

3%

4%

1%

2%

3%

1%

4%

2%

12%

1%

2%

1%

2%

1%

2%

1%

1%

0%

2%

1%

2%

0% 5% 10% 15%

書棚(N=999)

キャビネット(N=988)

更衣ロッカー(N=930)

パーテショ ン(N=711)

パソコン(N=1,132)

コピー機(N=1,064)
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転倒・落下

移動

事業所 階層別の家具類の転倒・落下・移動発生割合

東日本大震災に伴う都内におけるアンケート結果
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仙台市内の建物被害ヒアリング調査
４９対象

家具類の転倒落下移動状況

あった

なかった

８割以上の建物で家具の転倒・落下が発生している



仙台市内ヒアリング 家具類別転倒・落下状況



13

長周期地震動等に対する高層階の室内安全対策

家具類の転倒・落下・移動防止対策など事前の備え

高層階における地震時の身の安全の図り方等

2

東日本大震災の教訓を踏まえ、地震発生時の人命安全対策の観点から、
長周期地震動等における高層階での地震対策

長周期地震動で生じ得る室内危険を知る

3

1



長周期地震動等による高層階での室内安全対策の範囲と流れ
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長周期地震動を知るPHASE1

長周期地震動を知ることは、高層階の居住者・就業者、買い物などで高層階に行く
ことがある全ての人にとって重要

フェーズ

短周期

震源

距離

地震動

長周期

周期

「長周期地震動予測地図」2009試作版（地震調査研究推進本部）に一部加筆

長周期地震動で生じ得る室内危険について



長周期地震動による室内危険を知るPHASE2

（都民等に長周期地震動の室内被害の説明）

フェーズ

長周期地震動で生じ得る室内危険について



長周期地震動に対する
家具類の転倒・落下・移動防止対策

PHASE3-1

（高層階での家具の転倒・落下・移動防止対策について特に留意する事項）

【移動に注意すべき家具類】

一 般 家 庭：テレビ台、キッチン内のワゴン、ピアノなど

事 業 所 ：コピー機、重量のあるキャビネットなど

フェーズ

家具類の転倒・落下・移動防止対策など事前の備え



事前の備え 家具類の転倒・落下・移動防止対策

キャスターをロックし、壁と着脱式ベルトなどで連結

頻繁に移動しない家具類は、転倒防止対策を実施

着脱式ベルト

下皿固定

キャスター
をロック

転倒防止対
策

TFD

家具類が転倒・落下・移動しても、負傷原因や避
難障害とならないレイアウトにする。

ドアが開かない ドアが開
く

移
動 転

倒

移動

転
倒

家具類のレイアウト対策 キャスター付き家具類への対策

PHASE3-1

家具類の転倒・落下・移動防止対策など事前の備え



PHASE3-2

（通常の地震対策に加え、高層階で特に備えることが効果的な事項）

※ 携帯電話、テレビ、ラジオなどで、緊急地震速報を受信できるようにする。

事業所→廊下や会議室、ミーティングスペースなど

住 宅→廊下や寝室など

・

高層階では、エレベーターが停止することにより、低層階からの救護の到着に時間を要する。！

長周期地震動を含めた地震への普段の備え
フェーズ

家具類の転倒・落下・移動防止対策など事前の備え

懐中電灯

応急救護キット
ラジオなど

【玄関】

【寝室】
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PHASE_4

（転倒・移動防止対策をしておく）

（緊急地震速報を受信した場合）

地震だ！まず身の安全
揺れを感じたり、緊急地震速報を受けた時は、身の安全を最優先に行動する



安全スペースには、避難時に散乱した
ガラスなどによる負傷を避けるため、
手袋、履物などを用意しておく。

※安全スペース：なるべく家具などを置かない寝室、
廊下、ミーティングエリアなど

【安全スペースへの退避（緊急地震速報を受けたとき）】
重量物から離れ、慌てずに安全スペースへ退避し、身の安全を図る

PHASE４
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※  重量のある家具類に近づかない、避難経路を優先的に整理するなど

【高層階（概ね10階以上）での注意点】

長周期地震動のゆっくりとした大きな揺れは、数分間続き、時間とともに少しづつ収まる。

※周囲の家具類などの屋内収容物の揺れがおさまり、かつ通常どおりに歩くことができるなど

PHASE5



長周期地震動の揺れを体験し、その危険性と対策を周知

池袋防災館
長周期地震動対応型 震動台の運用



長周期地震動等に対する室内安全対策セミナー

Tokyo Fire Department

・地震だ！まず身の安全
（旧） グラッときたら 身の安全

•緊急地震速報を受けたり、揺れを感じた時は、身の安全を最優先に行動する。

•丈夫なテーブルの下や、物が「落ちてこない」「倒れてこない」「移動してこない」
空間に身を寄せ、揺れがおさまるまで様子を見る。

【高層階（概ね１０階以上）での注意点】

•高層階では、揺れが数分続くことがある。

•大きくゆっくりとした揺れにより、家具類が転倒・
落下する危険に加え、大きく移動する危険がある。

の改正



家具類の転倒・落下・移動防止対策キャンペーン
～長周期地震動などから身を守るために～



東 京 消 防 庁

長周期地震動等の揺れから身を守るために


